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令和２年１月１日 

滋賀県レイカディア大学 

湖東支部会報 同窓会 

春 

 

迎 

  

新 

年 

の 

挨 

拶 

 

湖
東
支
部
長 

児
玉
正
孝 

  

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
台
風
十
五
号
・
十
九
号
に
代
表
さ
れ
る

風
水
害
の
多
い
年
で
し
た
。
皆
さ
ん
も
事
無
く
自
然

災
害
の
少
な
い
郷
土
に
改
め
て
感
謝
さ
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

さ
て
、
令
和
元
年
度
は
、
四
十
期
生
十
五
名
の
方

に
入
会
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
近
の
卒
業
生
の
皆
さ

ん
は
、
サ
ポ
ー
ト
の
会
に
も
入
会
さ
れ
、
在
校
生
の

授
業
支
援
・
仲
間
づ
く
り
・
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
と
、
幅
広
く
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

 

当
支
部
も
確
実
に
世
代
交
代
が
進
ん
で
い
ま
す
。

犬
上
・
愛
知
分
会
も
、
こ
こ
三
～
四
年
新
入
会
員
が

続
き
、
年
代
層
に
繋
が
り
が
出
て
き
た
と
喜
ん
で
い

ま
す
。 

 

他
方
、
昨
年
の
米
原
校
は
、
四
十
二
期
生
の
入
学

者
が
少
な
く
、
北
近
江
文
化
学
科
が
休
講
と
な
り
ま

し
た
。
米
原
校
管
轄
の
近
江
八
幡
市
以
北
の
同
窓
会

四
支
部
は
、
四
十
三
期
学
生
募
集
で
は
、
北
近
江
文

化
学
科
復
活
が
大
き
な
目
標
と
な
り
ま
す
。 

 

学
生
募
集
も
、
昨
年
に
続
き
チ
ラ
シ
配
布
、
同
窓

会
員
一
人
ひ
と
り
の
知
人
・
友
人
へ
の
声
掛
け
を
お

願
い
し
、
会
員
皆
さ
ん
の
自
治
会
・
老
人
会
・
各

種
サ
ー
ク
ル
で
の
学
校
紹
介
が
必
要
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

 

令
和
元
年
度
の
行
事
は
、
全
て
計
画
通
り
実
施

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
会
員
皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご

協
力
の
賜
物
と
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

年
間
行
事
と
し
て
作
品
展
、
び
わ
湖
岸
清
掃
、

彦
根
総
お
ど
り
参
加
、
支
部
親
善
Ｇ
Ｇ
大
会
、
新

会
員
歓
迎
会
、
研
修
旅
行
等
は
、
一
定
の
参
加
者

を
得
て
、
行
事
の
継
続
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
一
人
一
回
以
上
の
行
事
参
加
と
な
れ

ば
ま
だ
ま
だ
で
す
。
身
近
な
場
所
で
身
近
な
行
事

が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
地
域

で
、「
参
加
し
易
く
、
こ
れ
な
ら
参
加
で
き
る
」
行

事
が
あ
れ
ば
、
皆
さ
ま
の
担
当
常
任
委
員
の
方
ま

で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

現
行
体
制
は
三
月
で
終
わ
り
、
四
月
か
ら
新
体

制
と
な
り
ま
す
。
一
月
か
ら
体
制
構
築
に
向
け
て

の
準
備
と
、
各
分
会
・
各
部
会
の
年
度
総
括
、
次

年
度
の
取
組
み
設
定
が
開
始
さ
れ
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
レ
イ
大
卒
業
生
に
は
強

い
絆
と
連
帯
意
識
、
強
い
行
事
参
加
意
欲
が
あ
り

ま
す
。
次
期
新
体
制
に
、
会
員
皆
さ
ま
の
旧
に
倍

し
て
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で

す
。 併

せ
て
、
令
和
二
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
健

康
で
良
き
年
で
あ
り
ま
す
事
を
お
祈
り
し
、
年
頭

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 
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同 

窓 

会 

活 

動 

の
広 

場 

新
会
員
歓
迎
会 

十
月
三
日
、
甲
良
町
西
明
寺
門
前
の
「
一

休
庵
」
に
て
新
会
員
歓
迎
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
同
窓
会
に
は
１５
名
の
方
に
入
会
頂
き
、

う
ち
１３
名
の
新
会
員
が
出
席
さ
れ
、
熱
き
自

己
紹
介
に
始
ま
り
、
会
場
は
同
窓
会
員
に
よ

る
マ
ジ
ッ
ク
・
よ
し
笛
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
余

興
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
に

は
全
員
で
彦
根
ば
や
し
と
江
州
音
頭
を
踊

り
、
余
韻
残
る
中
、
懇
親
会
は
楽
し
く
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。 

 

彦
根
ば
や
し
二
〇
一
九 

八
月
十
日
、
例
年
の
彦
根
ば
や
し
総
お

ど
り
大
会
に
変
わ
る
行
事
が
夢
京
橋
キ
ャ

ス
ル
ロ
ー
ド
四
番
町
ス
ク
エ
ア
ー
で
行
な

わ
れ
、
湖
東
支
部
か
ら
１５
名
が
参
加
し
て

レ
イ
大
の
地
域
共
感
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。 

 

湖
東
支
部
親
睦
Ｇ
Ｇ
大
会 

九
月
二
十
六
日
、
湖
東
支
部
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
が
荒
神
山
公
園
Ｇ
Ｇ
会
場
で

開
催
さ
れ
、
２５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

今
回
も
体
を
動
か
す
に
は
秋
晴
れ
の
絶
好

の
日
で
し
た
。
普
段
の
運
動
不
足
を
少
し
は

解
消
で
き
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

 

  

四
支
部
懇
親
Ｇ
Ｇ
大
会 

十
月
十
一
日
、
長
浜
バ
イ
オ
大
学
ド
ー

ム
で
、
湖
東
・
湖
北
・
中
部
・
近
江
八
幡

の
四
支
部
の
親
睦
Ｇ
Ｇ
大
会
が
開
催
さ

れ
、
湖
東
支
部
か
ら
は
１８
名
が
参
加
し

ま
し
た
。 

 

び
わ
湖
岸
清
掃
活
動 

七
月
十
六
日
、
彦
根
松
原
水
泳
場
付
近

で
支
部
か
ら
２０
名
が
参
加
し
て
、
び
わ

湖
岸
の
環
境
美
化
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

左：清掃風景 上：踊りの皆さん  

研
修
旅
行 

十
一
月
二
十
六
日
、
３１
名
の
参
加

者
の
も
と
名
古
屋
市
の
「
ト
ヨ
タ
産
業

技
術
記
念
館
」
と
「
熱
田
神
宮
」
へ
研

修
旅
行
を
行
な
い
ま
し
た
。
記
念
館
も

神
宮
も
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
ま
り
に
も

多
い
の
で
少
し
学
習
の
時
間
が
足
り

な
か
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
お
天

気
に
恵
ま
れ
晩
秋
の
有
意
義
な
一
日

と
な
り
ま
し
た
。 

 

優勝 小山美代子 

２位 中田茂男 

３位 東平信昭 

優勝カップ授与式 歓迎の電光掲示と参加者 

上：全員集合と新会員の皆さん 下：マジックとよし笛 

トヨタ産業技術記念館にて 熱田神宮本宮前にて 
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

桜
の
町
へ
一
歩
一
歩 

愛
荘
さ
く
ら
を
守
る
会 

 

「
１
０
０
年
か
け
て
桜
一
万
本
の
町
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
町
花
で
あ
る
“
桜
”
の

町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
愛
荘
町
で

は
、
自
主
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
グ
ル
ー

プ
「
愛
荘
さ
く
ら
を
守
る
会
」
が
３
年
前

に
発
足
し
ま
し
た
。 

こ
の
会
は
町
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
２

人
の
桜
守
り
と
一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

２
１
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
レ
イ
大
学
卒
業
者
が
７
人
お
り
、
昨
秋

に
は
、
４
０
期
園
芸
科
を
卒
業
さ
れ
た
ば

か
り
の
方
に
も
加
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
員
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
若
手
の
新
会

員
の
加
入
は
大
歓
迎
で
す
。 

愛
荘
町
に
は
河
川
堤
防
や
学
校
、
公

園
、
神
社
仏
閣
な
ど
で
す
で
に
１
２
０
０

本
の
桜
が
散
在
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も

手
入
れ
が
行
き
届
か
ず
、
老
朽
木
も
多
く

枝
は
垂
れ
下
が
り
、
枯
れ
枝
や
テ
ン
グ
巣

病
も
見
受
け
ら
れ
る
状
況
で
し
た
。
そ
こ

で
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
桜
に
手
を
加
え
よ
う

と
剪
定
作
業
を
始
め
、
会
発
足
前
２
年
間

の
有
志
活
動
を
含
め
延
べ
１
０
０
０
本

を
超
え
る
桜
に
手
を
加
え
ま
し
た
。
あ
わ

せ
て
宇
曽
川
堤
や
公
園
、
図
書
館
な
ど
の

公
共
施
設
に
こ
れ
ま
で
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
、
枝
垂
れ
桜
１
６
０
本
ほ
ど
植
樹
を

行
い
ま
し
た
。  

桜
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
住
民
一
体
で

進
め
る
も
の
な
の
で
、
桜
の
植
樹
は
年

１
０
０
本
の
目
標
で
地
域
や
団
体
な
ど

住
民
の
手
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
が
相

当
数
あ
り
、
当
会
の
も
の
を
含
め
る
と

目
標
は
達
成
で
き
て
い
る
も
の
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

ま
た
、
当
会
は
２
０
２
１
年
全
国
植

樹
祭
用
の
苗
木
５
０
本
を
会
員
が
手
分

け
し
て
育
て
て
い
ま
す
。 

後
世
に
桜
咲
き
誇
る
ふ
る
さ
と
を
夢

見
て
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

会
員 

村
西
俊
雄
（
園
芸
３７

期
） 

 

も
ん
ぜ
ん
サ
ロ
ン 

も
ん
ぜ
ん
サ
ロ
ン
は
多
賀
町
在
住
の
レ
イ
大

卒
業
生
７
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
、
平
成
二
十
二
年

五
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

場
所
は
近
江
鉄
道
多
賀
大
社
駅
前
の
「
も
ん

ぜ
ん
亭
」
で
す
。
開
設
後
、
早
や
９
年
が
経
過

し
て
、
現
在
は
卒
業
生
９
名
が
運
営
に
携
わ
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。 

こ
の
サ
ロ
ン
は
多
賀
町
内
の
高
齢
者
の
方
々

が
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
開
催
日
は
毎
月
第
２
火
曜
日

で
、
参
加
者
は
平
均
２
０
名
で
、
午
前
中
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。 

活
動
内
容
は
多
岐
に
亘
っ
て
お
り
・
歌
を
唄

っ
た
り
・
折
り
紙
づ
く
り
・
介
護
予
防
体
操
・

手
品
・
紙
芝
居
・
ク
イ
ズ
な
ど
の
頭
の
体
操
・

デ
ィ
ス
コ
ン
、
輪
投
げ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
・
食

事
会
・
町
外
へ
の
研
修
旅
行
な
ど
を
行
な
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。 

ス
タ
ッ
フ
が
順
番
に
企
画
立
案
し
て
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
、
十
月
八
日
に
は
多
賀
町
福
祉
バ

ス
を
利
用
し
て
八
幡
堀
め
ぐ
り
と
お
菓
子
の
た

ね
や
の
店
舗
工
場
を
見
学
す
る
な
ど
町
外
研
修

を
行
い
、
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

サ
ロ
ン
参
加
者
の
声
で
す
。「
身
近
な
場

所
に
あ
る
の
で
行
き
易
く
、
参
加
し
や
す
い
」

「
い
ろ
ん
な
方
々
と
お
し
ゃ
べ
り
や
交
流
が

で
き
て
こ
の
日
は
と
て
も
楽
し
い
」
「
今
日
行

く
と
こ
ろ
が
あ
る
（
教
育
）、
今
日
用
事
が
あ

る
（
教
養
）
と
き
は
心
に
張
り
が
生
ま
れ
、
身

だ
し
な
み
や
お
化
粧
な
ど
も
気
に
な
り
私
た

ち
も
何
だ
か
少
し
若
返
り
そ
う
な
気
持
ち
に

な
り
ま
す
」
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。 

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
は
、
「
サ
ロ
ン
を
オ
ー
プ

ン
し
て
９
年
間
継
続
で
き
た
の
も 

参
加
者

に
ど
う
し
た
ら
喜
び
楽
し
ん
で
頂
け
る
か
、
ぞ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
一
生
懸
命
に
考
え
取
り
組

ん
で
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
も

年
々
歳
を
重
ね
ま
す
が
参
加
者
が
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
な
ら
ば
私
た
ち
の
生
き
が
い
も
併

せ
、
高
齢
者
福
祉
の
一
翼
を
担
っ
て
行
き
た
い

で
す
。
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

も
ん
ぜ
ん
サ
ロ
ン
の
活
動
は
多
賀
町
内
で

は
広
く
広
報
さ
れ
知
れ
渡
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

な
る
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。 

取
材 

西
澤
則
彦
（
健
康
３７

期
） 

                                      

 

もんぜん亭とサロン風景 

剪定作業風景と 

剪定後の公園の桜 
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編
集
後
記 

会
報
の
編
集
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
に
写
真
も
文
章
も
パ
ソ
コ
ン
も
苦
手

な
私
、
こ
の
２
年
間
、
思
案
の
日
も
多
か
っ

た
で
す
が
大
過
な
く
、
計
画
通
り
の
日
程

に
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

広
報
部
会
の
方
々
、
会
員
の
皆
々
様
の

ご
協
力
に
感
謝
で
す
。
（
Ｎ
・
Ｎ
） 

滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
同
窓
会 

湖
東
支
部
会
報 

令
和
二
年
一
月
一
日
発
行 

令
和
元
年
度
第
二
号 

発
行
責
任
者 

児
玉
正
孝 

編
集
責
任
者 

西
澤
則
彦 

お 

便 

り 

 
 

 
 

 
 

 

湖東支部「作品展」の出展者と作品 
元年７月に開催された作品展には３２人から 

５５点の作品が出品されました。  （順不同） 

新
会
員
（
３９
期
生
）
ご
紹
介 

園
芸
学
科 

 

 

植
田
洋
冶
・
川
口
久
隆
・
川
嶋
幸
泰 

 

黒
澤
浩
明
・
寺
嶋
作
雄
・
中
嶋 

修 

中
野 

仁
・
中
村
慶
治
郎
・
西
村 

優 

森
野
昭
二
・
若
林
吉
郎 

北
近
江
文
化
学
科 

 

 

磯
嶋
節
子
・
田
付
芳
久 

健
康
づ
く
り
学
科 

 

北
村
由
子 

陶
芸
学
科 

成
宮
克
美 

氏  名 卒期学科 部 門 作  品 氏  名 卒期学科 部 門  作  品 

外村輝夫 ２８生活 点描画 広隆寺弥勒菩薩他 馬場勝子 ３１スポレク 手芸 着物リメーク２点 

宮川文雄 3２園芸 工芸他 木工品、盆栽 北河つた宇 2８生活 手芸 手まり 押し絵 

森野久章 １７園芸 盆栽他 五葉松 写真 豊原京子 ２５スポレク 手芸 編み物２点 

木下二二男 35北近江 絵画 父島の足跡他 1点 澤 好成 ３５園芸 写真 癒しの花２点 

竹内和美 37北近江 手芸 人形 木村傳平 2１スポレク 文芸 流雲吐華月 

岩崎きよ子 3３園芸 盆栽 松 上野芳樹 ３７園芸 工芸 伐折羅大将 

小山美代子 3９健康 書 漢詩 山口義雄 37園芸 絵画 ＳＬ 

澤邊雅子 35北近江 絵画 初夏 大町千津子 3９園芸 文芸 寸松庵色紙 

成宮栄一 ２２園芸 工芸 瓢箪 久保川幸雄 ３２陶芸 陶芸 壷、花器 

西山秀之 2７生活 文芸 俳画 須田誠一 ２５園芸 工芸 竹灯籠３点 

西山重子 ３４健レク 手芸 宝船（戸塚刺繍） 阿藤文子 ２６スポレク 工芸 瓢箪細工２点 

百田勝彦 ３２地文 絵画 けあらし 金子美智子 ３４陶芸 書 延年益壽之春他 

戸嶋滋一 ３６園芸 工芸 竹灯籠３点 杉江久子 ３２生活 手芸 押し花、デコパージュ 

奥村鮎子 2９生活 文芸 俳画２点 東平宏子 ３２生活 手芸 とりかご 

福島将夫 ３４園芸 工芸 竹灯籠４点、熊手 石島 孝 3１園芸 盆栽 ハゼの木他１点 

大辻利信 ３５園芸 工芸 竹細工 山本 幸 ３３生活 手芸 パッチワーク 

 

相
手
の
喜
び
は 

私
の
心
の
安
ら
ぎ 

数
年
前
に
近
所
の
畑
造
り
の
人
か
ら
貰
っ
た 

風
車
を
も
と
に
し
て
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
第
二 

作
目
、
三
作
目
と
改
善
を
加
え
た
。
針
金
の
種
類

も
変
更
し
な
が
ら
ホ
ッ
ト
ポ
ン
ド
で
の
接
着
方

法
を
強
化
し
て
微
風
で
も
よ
く
回
る
様
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
黄
色
は
鳥
な
ど
が
怖
が
る
色
な
の

で
、
胴
体
は
白
、
羽
根
は
赤
色
と
黄
色
の
ツ
ー
ト

ン
カ
ラ
ー
に
し
、
小
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
１
個
で

は
面
白
く
な
い
の
で
２
連
に
し
て
右
回
り
、
左
回

り
す
る
様
に
羽
根
に
工
夫
を
し
ま
し
た
。 

湖
東
支
部
や
大
学
祭
の
作
品
展
に
出
品
し
て
、

欲
し
い
方
々
に
お
渡
し
し
た
と
こ
ろ
カ
ラ
ス
や

モ
グ
ラ
の
脅
し
に
役
立
つ
と
喜
ん
で
頂
い
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
知
恵
を
参
考
に
３
作
目
、
４

作
目
と
取
り
組
み
、
今
は
大
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で

針
金
も
太
く
し
、
羽
根
を
長
く
し
て
８
枚
で
ボ
ン

ド
も
使
わ
ず
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
不
要
と
進
化
中

で
す
。
ま
た
、
２
段
の
黒
光
り
に
塗
っ
た
盆
栽
台

を
作
り
、
近
所
の
方
々
に
貰
っ
て
頂
き
、
活
用
し

て
頂
い
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
人
々
と
繋
が
り
を
持
ち
お
互
い

に
助
け
合
え
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
行
き

ま
す
。 

宮
川
文
雄
（
３２
期
園
芸
学
科
） 
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